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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

0 2

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 21 12 1 年 分

分 2 年 8 19 2 年 分

分 2 年 34 17 2 年 分

分 2 年 18 2 2 年 70 分

分 2 年 4 27 1 年 分

12 分 2 年 19 6 2 年 分

66 分 2 年 2 7 2 年 分

分 2 年 6 10 2 年 分

分 2 年 3 11 2 年 59 分

53 分 1 年 50 24 1 年 HT 分

分 2 年 22 9 2 年 52 分

分 2 年 1 25 2 年 分

分 1 年 71 13 2 年 分

分 2 年 23 14 2 年 分 2

分 2 年 9 26 1 年 分

分 2 年 16 8 2 年 分 24

44 分 2 年 24 29 1 年 分

19 HT 分 1 年 44 30 1 年 分 11

50 分 1 年 48 21 2 年 分

2 分 1 年 55 23 1 年 分 9

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 4 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 17 0 － 1

分 7 0 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 谷添　大地令和７年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 53

日  時 2026 2 7 11 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色メイングラウンド

天  候 曇り 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 0 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 加藤　純治 渡邉　悠 観 衆 371

主  審 谷添　大地 副審１ 大槻　隼人 副審２ 久保　雅範 第４の審判員 奥山　恒平

 チーム名

0

前半

2

 チーム名 kick off

芦屋学園高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 加納　 泰河東　　 雄大 GK

DF 矢野　 秀汰土佐　 青真 DF

DF 川口　 蒼瑛 1＊本田　 陸翔 DF

DF 川崎　 絢梧大辻　 獅皇 DF

DF 下浦　晃大 1村瀬　 優冴 DF

MF 小林　 晴喜石本　　 空 MF

MF 松浦　 旺生 2 ２＊砂金　 彪斗 FW

MF 北山　 大成 1吉見　 歩流 FW

FW 山本　　 謙藤澤　　 陽 FW

FW 堀井　 大空 1梶田　瑛太 FW

FW 鈴木　 竣也 11 山下　　 奏 FW

GK 佐藤　裕斗奥田 琳太朗 GK

DF 岩井　 太志高野　杏斗 GK

DF 星山　 蒼空洪　　 俊英 DF

DF 松本　明日翔宇田　 光琉 FW

MF 丸山 瑛太郎 1浅岡 樹稀亜 FW

MF 大岡　凜道中島　 遥哉 FW

MF 藤内　琉之介 2李　汰龍 FW

FW 正岡　 愛翔川西　輝 FW

FW 安福　未徠 1三木　昊太 FW

16 警 村瀬　 優冴 反ス 1 0 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 10 13

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

12 11 1 Ｇ Ｋ 5 1 6

2 2 0 Ｃ Ｋ 2 3 5

間接ＦＫ0 0 0

1 直接ＦＫ 1 3 44 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 
点
 
経
 
過

47 神戸弘陵 川口 右CK 7

69 神戸弘陵 松浦 左

∩ 中央 17 HS

10 → 中央 7 ～ S

戦

評

[備 考]

戦評者

芦屋学園1-4-1-4-1、神戸弘陵1-4-4-2システム、神戸弘陵のキックオフでスタート。神戸弘陵27番下浦が幅を取り、10番北山と11番山本が関わり左サ
イドを攻略し始める。一方、芦屋学園は右SHの2番砂金の献身的な守備とコンパクトな守備で対応する。神戸弘陵は6番小林と７番松浦が基点になりボールを
動かし、ビルドアップから相手の隙を伺う。神戸弘陵が押し込む時間帯が続く中、芦屋学園はボールを奪ってからの速い攻撃から得点のチャンスを伺う。また
芦屋学園は18番大辻のロングスローから神戸弘陵のゴールを脅かす。前半は神戸弘陵の時間帯が続くも芦屋学園GK21番東を中心に得点を許さず、両チーム
無得点で終える。後半開始早々、芦屋学園がフリーキックとコーナーキックでセットプレーからゴールに迫る。神戸弘陵は前半と同様、幾度もサイド攻撃から
ゴールに迫っていくが、芦屋学園は全員で粘り強くゴールを守る。後半１０分神戸弘陵はクロスの跳ね返りから決定機をつくるが、芦屋学園は気持ちの入った
ゴールカバーで得点を許さない。しかし、後半12分コーナーキックから神戸弘陵17番川口が得点を奪い、ゲームが動く。神戸弘陵は余裕が生まれ、サイド
チェンジとSBが高い位置に関わることで、攻撃に厚みを増やしクロスから得点のチャンスを伺う。それに対し、芦屋学園はGK21番東を中心に神戸弘陵の自
由を奪い、簡単にシュートを打たせない。後半33分、神戸弘陵10番北山が左サイドを突破し、中央で7番松浦が反転して受けゴール右上隅にシュートを決め
2点目を奪う。芦屋学園も22番山下のキープからカウンターを仕掛けゴールを目指し続けるも得点できず後半終了のホイッスル。神戸弘陵の決勝での活躍を
期待したい。

所属／名前 【　洲本／北井　僚　】 【　六甲アイ／増井　直樹　】


